
アドベントⅢ＆聖餐礼拝アドベントⅢ＆聖餐礼拝
礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（１２月２３日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

牧唯恵伝道師

岩崎祥誉
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澤口明子
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岩崎雅弘
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11月25日 日曜日 新幹線に乗って名古屋付近を通過中 素敵
な出会いがありました。 私の隣に五十歳前後の婦人が腰を掛
けました。姉との会話も止み 読みかけの本を取り出して 読
み始めたらすぐに その婦人が 私に声をかけて来られました。
「貴女はクリスチャンですか？」と。私は頷いて 会話が始ま
りました。彼女はシンガポールのメソジスト教会の信徒で 今
は休暇中で 日本を 二週間 家族と共に鉄道の旅をしているそ
うです。日本人は何か圧迫されている様で 暗くて かわいそ
うだ 気の毒だ、日本で様々な地震、津波、災害、事件が多発
しているのは 神様が何かを伝えようとしておられる、起こそ
うとしておられるから。と語られました。私は彼女に尋ねま
した。多くの外国人が日本に観光に来ているが 貴女も神社や
寺に行き参拝するのかと。彼女はそんな所には行かない、し
かし神様から促しがあれば そこに立ちとりなして祈ると。ま
た、人が何でも信じて大切にし拝むと 直ぐに悪霊が降りてき
て人を蝕む、とも。また、以前 広島を電車で通過中 物凄い
悲しみが込み上げたので 駅のホームで 泣きながらとりなし
祈ってくれたそうです。彼女は日本を愛し 日本の為にとりな
し祈っていると教えてくれました。私は心が熱くなりました。
 彼女は 私が読みかけた本「主が立ち上がられた日」（滝元順
師著 英語版）の表紙のLordという語を見て私がクリスチャ
ンだと分かった！そうです。私は 本の著者の教会のセミナー
に行く途中であること。そこで学んでいる内容をかいつまん
で話すと すごく良く理解してくれ 何度もアーメン アーメ
ン！と頷いてくれました。嬉しかったので彼女に読みかけの
その本をプレゼントしました。ほんの20分ほどの出会いで
したが すごく濃い話ができました。話に夢中でお互いに名の
ることもできず 私が下車の為 別れましたが、最後に私と日
本の為に祈ってくれました。
　この本は ジャマイカ人の友人が二人いるのでクリスマスプ
レゼントにしようと思い 私も一応英語版を読んでおこうと思
い 頑張って読み切ろうと持ち歩いていました。タイミングよ
く彼女の前で広げた事、そして彼女とあっという間に打ち解
け 神様の話をし、慰め、励ましとヒントを与えられた事。私
はどんな事も主にあって偶然はない、そう信じているので こ
のタイミングも神様から頂いた恵であり 素晴らしい次のス
テップに繋がる将来への希望だと信じます。
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※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

通読のツボ
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（要約者：岩崎　祥誉）

ふるさとミーティング

誕生者のお祝い

あぐり
バイオマスツリー

聖書の脈　福澤師

この使徒の働きは２千年前の教会の誕生を報告する
だけでなく、今日の教会が自分を知り、正しく奉仕
し、この世界とかかわりを持つ場合の、不可欠の指
標ともいえます。使徒の働きの中で、教会は祈り、
待ち望み、悔い改め、決意し、従う姿が記されてい
ます。何も恐れず、信仰を言い表し、迫害を受けて
も失われず、一層大胆にかつ広く福音を宣教してい
ます。教会の内にいる人にも、外にいる人にも、私
たちから感じるものは本物の愛であるということ、
十字架による愛の恵みであることが分かるようにな
りたいのです。それを理解すると私たちの信仰生活
や人生に、意味と筋道が見えてきます。この「使徒
の働き」は継続していると言われています。ここに
は私たち自身の信仰生活と人生が記されていきま
す。まもなく使徒の働きが終り、書簡に入っていき
ます。このような宣教の情熱を持って生まれた教会
においても様々な問題がおこりますが向き合い、祈
り、勝利していった働きを感じながら新約聖書を通
読していきましょう。

牧　一穂　牧師
舛田幸恵　先生
岩崎祥誉
日名　洋
山本洋子
a富岡美千男

　１日　二宗玲子
　３日　西嵜結愛
　４日　小原敬子
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１１日　Ｐｕｉ
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１７日　岡本恵美子
２０日　湯浅八重子
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２６日　山本洋子
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　この場所は弟子たちがイエス様についていくシーンが描かれ
ています。「我と汝」ということが語られるようになり、あなた
の周りの人を見る目が「それ」から「汝」（出来事　価値観が本
当のその人の本質を見出す）になってきているでしょうか。自
分のニーズを果たすためにしているのであれば完全に「それ」
になっています。当時のイスラエルの人々は子供に「ルール」
を守らせるために向き合っていました。今回の聖書の中に出て
くるイスラエルの人々は、その考えの「強硬派」と呼ばれてい
る人たちで、　人々から離脱して生きている人たちでした。そん
な彼らにわざわざイエス様は出会いに行きました。田舎の漁師
　田舎の哲学を言う人・・世的には面倒くさい人たちです。ペ
テロも熱心党員といわれる人で、今の人々のあり方に思いがあっ
た人でした。イエス様はそんな人々にかかわったのです。ここ
から「父」というものを見たいのです。あなたにとってお父さ
んはどんな人でしょうか？よくも悪くも私たちの生き方のモデ
ルが「父」にあります。「父親」は私たちにとって大きな土台と
なるように神様がつくりました。イスラエルの人々はお父さん
をとても尊ぶのでその教えは「絶対」でした。そんな中にあって、
ペテロたちは自分の考えがあるのにも関わらずイエス様に呼ば
れてついていきました。ナタナエル（バルトロマイ）という人
もそういう人です。ナタナエルは強情でした。「ナザレから救い
主は出ない」こんな哲学を強く持っていました。父の教えがそ
うだったからです。だから父の教えとは違うと思っていました。
そんな彼が、兄弟にイエス様のところに連れられてこられる最
中に、イエス様に「これこそ、ほんとうのイスラエル人だ。彼
のうちには偽りがない。」（ヨハネ１：こど４７）と言われたの
です。イエス様は世の中で間違っている人をあえて弟子とし、
本質を見出そうとしました。出てくる弟子たちは、人々からし
たらそんな立派な人たちではなく、どちらかという「ええ～」
と思われ、父からまるまる影響を受けたそんな人たちでした。
イエス様はその人たちの弱点を見抜いて、そこに長所を見出し
た・・・ここに意味があるのです。イエス様は向き合う生き方
を彼らとしました。公生涯の 3 年間、イエス様が、興味があっ
たのは立派な人ではなく、どちらかというと「問題児」で、特
にかかわったのは１２人＋αのわずかな人でした。人生の１０
分の１（33 年のうちの 3年）をどうでもよい、差別された、面
倒くさい人たちと共に生きて、彼らを「ユダヤ人のユダヤ人だっ
た」と言ったのです。父から受け影響をそのまま持った人たち・・・
まさに、今の私たちです。そんな私たちを通して神様は何かを
しようとしています。私たちは父から受けた悪影響、傷から出
ている悪いものをみんなもっていて、それを正しいと思って生
きています。そんな悪いものを神様は「プラス」にしてしまう
のです。なぜかというと、父のもっていたものは、神様が代々
に与えたものだからです。どんな最悪な父であったとしてもそ
の中に、神様が与えた「最高傑作」な部分があり、私たちの中
にちゃんと継承されているのです。しかしその「長所」は絶え
ず「短所」と隣り合わせで、使い方を間違うと「長所」が「短所」
になってしまい、「短所」が暴走すると、私たちの人生を壊して
しまいます。そんな私たちに神様は見える形になり、神の在り
方を捨てて、「わたしについてきなさい」と言いました。ついて
いくと私たちの内側にある代々受け継がれた種として宿ってい
るものが元気になってくるのです。

　
　もっている良いものを内側（インサイダー）で用いようとせ
ずに外側（アウトサイダー）から向き合おうとするとほとんど
の場合、短所になります。たとえば人の問題を見出したとします。
それは「気付く」という素晴らしいものですが、それを外側か
ら見れば批評家になり、、口にだせば悪口を言う人になります。
だからといって誰でも問題点に気付けるわけではないので、そ
れはあなたの「賜物」であり、その人があなたと向き合うもの
でもあります。そして相手の問題点に感傷したということは、
あなたの中にもその「問題点」があるのかもしれません。この
ように神様は人と人の出会いによって、その両者に「究極的な
回復」を与えるのです。しかし、人は関わるのが面倒なのでア
ウトサイダーになりたいのです。　代々「信じるな」「深く関わ
るな」「恥をみせるな」「涙を見せるな」こんなふうに言われて
できた私たちの間違った哲学は、私たちの人生に間違った結果
を生み出します。そんな私たちのところにイエス様はわざわざ

行って「ついてこい」と言ったのです。でも私たちは失敗ばか
りしまいます。そのとき間違っていることはわかっていますが、
外側から客観的に見て自分を正当化してしまいます。自分が正
しいと言いたいのです。「ちょっとはある」「あの人よりはある」・・
そんなふうに言いたのですが、イエス様はそういう私たちの弱
さを見抜いて、「ついてこい」といったのです。弟子たちはつ
いて行ったら最後変わりました。彼らはイエス様を好きになっ
たのでついて行ったのです。それはイエス様が自分の見てほし
いところを見てくれたからです。神様は私たちの本当の見てほ
しいところを見ていて、本当の姿に導くためにあなたと一緒に
かかわってくれています。だから失敗してもよいし苦しみが
あってもよいのです。すべての営みに解決があるからです。私
たちが決めるべきことが「ついていく」ということです。

　
その道はとても狭いし普通ではありません。自分のことを、社
会は外側からみて判断しているが、私たちは、それが本物でな
いことも知っています。ここ（教会）に来ると、私たちの本質
をつつかれるので、面倒くさいし、疲れます。だけど外側で生
きる人生は嫌だと思っています。だから何かが変わるのです。
神様は私たちの人生を変えようとしています。

　「イエスはこれを聞いて、言われた。「この病気は死で終わる
だけのものではなく、神の栄光のためのものです。神の子がそ
れによって栄光を受けるためです。」（ヨハネ１１：４）この後
ラザロは死にますが 4 日間、イエス様は彼のところに行きませ
んでした。そのあとでマルタとのやりとりが出てきます。「マ
ルタはイエスに向かって言った。「主よ。もしここにいてくださっ
たなら、私の兄弟は死ななかったでしょうに今でも私は知って
おります。あなたが神にお求めになることは何でも、神はあな
たにお与えになります。」（ヨハネ１１：２１・２２）このとき、
マルタにとってはイエス様が「イエス様」という「人」ではなく「そ
れ」になっていました。神様が求めにこたえてくれる「特別な
存在」としてイエス様を信じていたのです。イエス様を求めた
のではなく「生き返らせてくれるイエス様」を求めたのです。
「知っている」という言葉が出てきますが、彼女はイエス様の
ことを頭で理解し、会話をしていました。「イエスは言われた。「わ
たしは、よみがえりです。いのちです。わたしを信じる者は、
死んでも生きるのです。」（２５）するとイエス様はこのように
怒ったのです。死というものは私たちにとっては絶えず悲しみ
であり苦しみですが、聖書ではこれを「益とする」と約束して
います。そして死は死では終わりません。神様と共にいるもの
にとっては死もすべての問題もこわいものではありませんが、
離れていると死が「恐怖」でしかありません。死の力が私たち
の人生を絶えず支配しているからです。私たちは狭い門から絶
えずこの「神の恵み」を見出す必要があります。信じる人生と
はこのようなものです。見える神の恵みを信じるから見えない
ものも信じられるのです。私たちは神様に出会って「見える神
の恵み」を感じたのです。そして私たちにはまだ先の「見えな
い恵み」がたくさんあります。それをどう受け取るかは信じる
かどうかです。「わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。
わたしを通してでなければ、だれひとり父のみもとに来ること
はありません。」（ヨハ１４：６）そして信じるなら神の栄光を
見るのです。信じましょう。そして信じたら、「イエスの人生
は死を背負う人生」であるということを、意思と決断をもって
確信しなければいけません。イエス様は私たちが「死」に脅か
されないようすべての人の「死」を負いました。そして私たち
にとって大切なのは生き様です。パウロとルカは最後牢屋に入
れられ死刑になります。しかし彼らはその時の宦官の娘をいや
し、その宦官はクリスチャンになりました。神のなさる事とは
そういうものです。その時の生き方で私たちが正しいと思って
いることが正しいとは限りません。イエス様についていかない
と、私たちは正義の名のもとに失敗をしてしまいます。「働き
よりも備えを選ぶ」「言葉よりも沈黙を選ぶ」このイエス様の
生き方は私たちのモデルです。私たちの目線をイエス様に戻し、
そんなイエス様についていきましょう。

「我とそれ・我と汝4」
～私についてきなさい～　　　　　　　　　　　　　ヨハネ１：４０～５１

②狭い道～イエスについていく～

①インサイダーorアウトサイダー

③知る人生から信じる人生に（ヨハネ１１章）


